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編
集
後
記

　
法
学
部
教
授
青
柳
文
雄
先
生
が
、
本
年
三
月
限
り
停
年
退
職
さ
れ
る
の
に
因

み
、
法
学
研
究
会
で
は
恒
例
に
従
い
「
法
学
研
究
」
の
一
編
を
論
文
集
の
形
式

で
特
集
し
、
先
生
の
御
退
職
を
記
念
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
青
柳
先
生
が
、
義
塾
法
学
部
法
律
学
科
を
御
卒
業
に
な
つ
た
の
は
、
昭
和
十

年
で
あ
る
が
、
そ
の
頃
、
法
学
部
の
卒
業
生
は
競
つ
て
実
業
界
に
進
出
す
る
の

が
一
般
的
風
潮
で
あ
り
、
司
法
、
行
政
の
高
等
文
官
試
験
を
受
け
官
界
へ
向
う

こ
と
を
希
む
者
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
き
わ
め
て
蓼
々
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
青
柳

先
生
は
、
在
学
中
か
ら
司
法
試
験
を
め
ざ
し
て
勉
学
さ
れ
、
卒
業
直
後
に
そ
れ

に
合
格
、
検
事
に
就
任
さ
れ
た
。
当
時
、
全
国
の
検
事
の
中
で
、
義
塾
卒
業
生

は
皇
に
珍
し
い
存
在
で
あ
り
、
異
彩
を
放
つ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
第
二
次
大
戦
中
は
、
中
国
の
日
本
領
事
館
に
勤
務
さ
れ
、
在
留
邦
人
の
悪
辣

な
犯
罪
に
対
す
る
領
事
裁
判
に
お
い
て
、
辣
腕
を
ふ
る
わ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。

　
戦
争
終
結
後
、
検
事
に
復
職
さ
れ
た
先
生
は
、
さ
ら
に
最
高
裁
判
所
事
務
冒

あ
る
い
は
最
高
裁
判
所
調
査
官
に
就
任
し
て
活
躍
さ
れ
た
。
と
く
に
調
査
官
時

代
、
松
川
事
件
を
担
当
し
、
当
時
、
膨
群
と
し
て
ま
き
あ
が
つ
た
裁
判
関
係
者

以
外
の
裁
判
批
判
に
対
し
、
そ
の
判
決
の
前
後
を
通
じ
、
先
生
は
泰
然
と
し
て

痛
烈
な
一
矢
を
酬
い
る
幾
多
の
論
考
を
発
表
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
そ
の
所
説
に

賛
成
す
る
か
否
か
は
別
と
し
て
、
わ
が
国
近
代
裁
判
史
に
貴
重
な
一
頁
を
書
き

　
　
　
編
　
集
　
後
　
記

加
え
る
業
績
で
あ
つ
た
と
み
て
い
い
。

　
調
査
官
時
代
、
青
柳
先
生
は
検
事
か
ら
判
事
に
移
ら
れ
、
そ
の
後
、
東
京
地

方
裁
判
所
に
御
在
職
、
任
期
満
了
後
、
上
智
大
学
に
乞
わ
る
』
ま
～
同
大
学
教

授
に
転
出
さ
れ
、
と
く
に
同
大
学
紛
争
の
際
は
、
法
学
部
長
と
し
て
毅
然
た
る

態
度
で
そ
の
紛
争
解
決
に
あ
た
ら
れ
た
こ
と
は
、
ま
だ
わ
れ
わ
れ
の
記
憶
に
あ

た
ら
し
い
。

　
そ
の
後
、
先
生
は
東
京
高
等
裁
判
所
判
事
と
し
て
司
法
界
に
復
帰
さ
れ
た

が
、
昭
和
四
十
七
年
、
義
塾
の
招
聰
に
よ
り
法
学
部
教
授
に
就
任
さ
れ
た
。
も

つ
と
も
、
終
戦
直
後
の
頃
か
ら
法
学
部
講
師
と
し
て
来
塾
さ
れ
て
い
た
の
で
、

そ
れ
を
通
算
す
る
と
、
先
生
の
法
学
部
御
在
職
期
問
は
二
十
数
年
の
長
き
に
及

ぶ
の
で
あ
る
。

　
青
柳
先
生
は
、
司
法
の
実
務
家
と
し
て
御
活
躍
さ
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
刑

法
学
並
に
刑
事
訴
訟
法
学
の
分
野
に
お
い
て
、
数
多
い
珠
玉
の
御
労
作
を
発
表

さ
れ
、
わ
が
国
刑
事
法
学
界
に
お
け
る
重
鎮
の
一
人
で
あ
る
こ
と
は
、
い
ま
さ

ら
云
う
ま
で
も
な
い
。

　
今
般
、
先
生
が
停
年
に
よ
り
法
学
部
教
授
の
地
位
を
去
ら
れ
る
こ
と
は
、
わ

れ
わ
れ
と
し
て
痛
恨
措
く
能
わ
ざ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ
に
先
生
の
末
な
が

き
御
健
康
と
、
そ
の
御
研
究
の
進
展
を
祈
念
す
る
と
共
に
、
今
後
と
も
わ
が
法

学
部
の
た
め
に
温
い
御
支
援
を
賜
わ
る
こ
と
を
御
願
い
申
上
ぐ
る
次
第
で
あ

る
。　

　
　
昭
和
五
十
一
年
一
月
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研
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編
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委
員
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